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要 旨 

 

日本のポップカルチャー，特に「アニメ・マンガ」の海外での爆発的な人気ぶりは近年

新聞や Web サイトを賑わす話題の一つとなっている。海外で絶大な人気を博している日本

のマンガは，“manga”として世界で通用する言葉となり各地で幅広い読者層を獲得してい

る。海外における日本のポップカルチャーの人気は顕著であり，アニメ・マンガに対する

関心から日本語学習を始める学習者が増加している。熊野（2008）は日本のアニメ・マン

ガの人気の高さは，日本語学習のきっかけや動機づけの役割を果たしており，アニメ・マ

ンガのキャラクターやジャンル特有の生き生きとした表現に魅力を感じ，その解説を求め

る学習者も多いと報告している。 

このような状況の中，日本語教育の中でマンガ・アニメを利用する方法も増加している。

熊野（2011）は日本語教育において，マンガ・アニメを活用することにより，オノマトペ，

敬語，文型，文字，文化事情などを教えられる，また，生き生きしたバラエティー豊かな

表現に触れることで，日本語の面白さや広がりに気づき，学習の動機づけにも繋がるだろ

うと述べている。 

しかし，マンガやアニメなどのヴァーチャルな世界を描いた作品の中では，多くのキャ

ラクター特有の言葉遣いが存在する。金水（2008）は特定のキャラクターと結びついた言

語表現に関し「役割語」という概念を提唱したが，これ以後役割語をめぐる研究が増えた。

金水（2011）は日本語教育と役割語の関係について論じている。日本語母語話者の知識の

中には,話し手のキャラクター,発話状況,話し相手に依存した言語変種が多数あり，その中

に役割語も含まれる。その一方，日本語教育の立場で考えれば，母語が日本語ではない日

本語学習者が役割語と現実社会を分別することには困難があると考えられる。役割語は言

語的なステレオタイプであるので，特定の社会的グループに対する偏見や差別を助長する

という負の役割を負うこともある。 

役割語をめぐってはこのような難しさがあるにもかかわらず，非日本語母語話者の学習

者の視点から役割語とは何なのだろうかなど，学習者は役割語の効果や特徴などがどのよ

うな理解程度を持っているのかについては未だ十分な考察がされていない。単に日本語母

語話者の研究社の立場だけから役割語を研究するのではなく，非日本語母語話者である学

習者の視点から役割語を研究することが求められている。 

現在，役割語については研究者や教育者の立場で様々な研究を進められ，精緻化されて

いる。だが，日本語学習者，特に母語が日本語ではない学習者たちによる役割語の認識程

度や理解の能力等の研究はまだ行われていない。日本語教育者の立場でのこのような研究

が重要であると考える。 

先行研究をまとめ，以下３つの課題を明らかにすることが本研究の目的である。 

（１）学習者は役割語についてどのような認識を持っているのか。 

（２）学習者の視点から見た役割語は日本語学習にどのような効果と影響があるのか。 

（３）学習者の視点から見た役割語と研究者の研究結果とではどのような相違点がある 

のか。 
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因（2005）は日本語教育リソースとして利用できる優れた作品を選ぶための条件として

次の３点をあげている。 

１）深みのある主題を持つ。 

２）表現技法と作品としての完成度が求められる。 

３）現代的，且つ現実的である作品が望ましい。 

その要点に基づき，本研究では『名探偵コナン』というマンガを分析データとして選択

する。 

本研究では，『名探偵コナン』というマンガ作品の発話を例として，役割語の「要素」「属

性」「特徴」「効果」等の面に注目し，マンガの中から代表性がある台詞を選択し，非日本

語母語話者の学習者にアンケート調査を実施する。調査では日本語学習者が，役割語につ

いてどんな認識を持っているか，どんな学習方法を用いているかなどを調査・分析した。 

本研究のアンケート調査は２段階に分かれており，第１段階では研究資料を使わず，協

力者の基本情報と以前の読書した時見た役割語についての基本調査を行う。第２段階では

『名探偵コナン』の各キャラクターが使用する役割語を比較し，協力者に役割語の属性面

（年齢，性別など）と言語面（人称代名詞，文末表現など）についてのアンケート調査を

行う。協力者が持つ，役割語についての認識や意識を分析・考察した。これより，学習者

の役割語についての認識程度，習得能力，困難点などが明らかとなった。学習者の視点か

ら役割語を分析することにより，研究者は分析・考察の全体像を得ることができ，日本語

教育者は学習者にとっての有効な学習支援方法が提案できるのではないだろうか。 
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